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６．景観 

 

６－１ 上田市景観計画 

（１）景観の類型・構造図 

本市では、各地域の美しい自然や、歴史と文化が生きる魅力ある景観づくりをより効果

的に進めていくため、景観法に基づかない自主条例であった上田市景観条例を改正し、景

観法に基づく「上田市景観計画」を2012年（平成24年12月28日）に策定しました。 

また、この景観計画に基づく新しい届出・事前協議の制度が、2013年（平成25年3月1日）

から施行されました。 

景観計画では、景観類型別（土地利用）、構造別（景観の軸・景観拠点）に、より具体

的な景観形成方針を定めています。 

 

 

 

  

［図・景観の類型・構造図 上田市全体］ 

資料：上田市景観計画
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景観法に基づく土地利用の区分「市街地」のうち、上田駅及び上田城跡公園を中心とす

る古くからの市街地を「旧城下町」として区分しています。  

この地域は、上田地域の玄関口であるとともに、上田城の城下町、旧北国街道の宿場町

としての歴史的雰囲気を残し、蚕糸業の繁栄を物語る歴史的建築物も各所に点在している

ことから、そうした景観特性を踏まえ、賑わいや交流を生み出すとともに、歴史的、文化

的背景にも配慮した景観形成を図っていくこととしています。 

 

  

［図・景観の累計・構造図 旧城下町］ 

資料：上田市景観計画
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（２）行為の制限に関する事項 

良好な景観の形成のために、景観計画区域内における建築物の建築や工作物の建設、開

発行為等の景観に与える影響が大きい一定の行為については、景観法に基づき行為着手の

30日前までに届出が必要で、届出のあった行為について、景観計画に定める景観形成基準

への適合を審査することとなっています。 

景観計画では、景観計画区域をその景観特性に応じて５つの地域に区分し、それぞれの

地域の特性に応じた景観形成基準を定めています。 

 

 

 

  

［表・届出対象行為］ 

資料：上田市景観計画
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６－２ 景観づくり協定 

景観づくり協定は、上田市景観条例に基づき、一定の区域内に存する土地、建築物、工作

物又は広告物の所有者等が、優れた景観の形成についての地域のルール等を定めた協定を結

び、市が良好な景観形成に寄与するものと認定することで、地域景観の向上を図っていくと

いう制度です。 

市内７箇所で「景観づくり協定」が結ばれ、地域の景観形成のルールに沿った景観づくり

が行われています。 

 

 

名  称 協定認定日 活動内容 

しなの木通り景観協定 
（しなの木通りまちづ
くり協議会） 

平成 8年 5月 13 日 

上田菅平インターチェンジ設置による国道 144 号一部 4車
線化を契機に設立され、市・県の景観条例に基づく景観協
定を平成 8年に締結しました。 
自己用敷地内看板について協議会への事前協議が必要で
す。野立て看板は原則禁止。中央分離帯及び歩道の草刈り
とゴミ拾い、花壇植栽や既存看板の縮小などの沿道美化を
実施しています。 

柿ノ木地区景観協定 
（柿ノ木地区まちづく
り協議会） 

平成 13年 5月 25日 

柿ノ木地籍の土地区画整理事業を契機に設立され、市・県
の景観条例に基づく景観協定を平成 13 年に締結しました。 
現状では大半が農地ですが、屋根の形状や敷地のセットバ
ック、生け垣緑化について、宅地転用後も考慮した統一感
のある街並み形成を図っています。 

柳町景観協定 
（柳町まちづくり協議
会） 

平成 14年 10 月 2日 

旧北国街道沿いの伝統的な街並みの雰囲気を守る目的で設
立され、市・県の景観条例に基づく景観協定を平成 14 年に
締結しました。 
街なみ環境整備事業が進む中で、柳町自治会と連携しなが
ら修景に関する学習と保全活動等を展開しています。 

中央通り景観協定 
（中央通りまちづくり
協議会） 

平成 15年 7月 24日 

アーケード撤去と街路整備事業をきっかけに市景観条例に
基づく景観形成市民団体として平成 12 年に認定され、さら
に市・県の景観条例に基づく景観協定を平成 15 年に締結し
ました。 
中央通り商店街（松尾町・中央・原町の各商店街）が連携
して看板類の縮小やファザード設置を推進しながら街並み
景観の向上を図っています。 

天神商店街景観協定 
（天神商店街まちづく
り協議会） 

平成 18年 2月 23日 

電線地中化工事をきっかけに、市の景観条例に基づく景観
協定を平成 18 年に締結しました。 
看板類の縮小やファザード設置などにより街並み景観の向
上を図っていきます。 

ウッディヒルズ馬坂景
観協定 
（ウッディヒルズ馬坂
運営委員会） 

平成 8年 2月 9日 

県下初の電線地中埋設化住宅団地として、丸子町第 1 号の
景観協定として平成 8年に締結（県認定済）。 
建築物は木造に限定し屋根の形状や敷地のセットバックの
基準を定め、生け垣やシンボルツリーによる積極的な緑化
を推進するなどの街並み形成を図っています。 

ビュータウン茂沢景観
協定 
（ビュータウン茂沢運
営委員会） 

平成 15年 4月 18日 

住宅団地周囲の自然景観と調和した環境を保全するため
に、丸子町第 2号の景観協定として平成 15 年に締結（県認
定済）。 
周囲の自然林や公園の整備に参画し、敷地内も含め緑化に
努め、建築物や付帯設備、敷地のセットバックについての
基準を定め街並み形成を図っています。 

 

 

  

［表・景観づくり協定認定状況］ 

資料：上田市 HP
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６－３ 街なみ環境整備 

柳町紺屋町地区において、都市計画道路柳町紺屋町線などの道路整備にあわせ、「居住環

境の保全」、「歴史的まちなみの保存・活用」を通した魅力とやすらぎを創出したまちづく

りを目的として「街なみ環境整備事業」を実施しています。 

当地区は、上田城の城下町、旧北国街道沿いに位置し、歴史的な建物やかつては周辺地域

一帯の飲料水として使用された湧き水「保命水」などに代表されるような歴史的なまちなみ

など、当時の面影が数多く残されています。 

現在は、柳町紺屋町地区（面積約7.0ha）のうち、柳町保存地区（面積約2.2hs）について

事業を進めています。 

 

 

事業実施期間 平成16年度から 

事業内容 
道路美装化（石畳化）、景観水路整備、電線類移転、小公園・緑

地の整備、住宅等の修理修景 

 

 

  

［写真・街なみ環境整備の状況］ 

出典・上田市 HP

［表・街なみ環境整備の状況］ 

資料：上田市 HP
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６－４ 景観ウォッチング 

上田市内の良好な景観を、講師の話を聞きながら歩いて見ることで、あらためて上田の景

観を見直し、景観について考える機会とするため、「景観ウォッチング」を定期的に開催し

ています。 

 

 

実施年月 テーマ 

令和 5年 11月 丸子地域の歴史的風致 

令和 5年 5月 武石地域の歴史的風致 

令和 3年 7月 別所温泉の景観・地域資源 

令和 2年11月 市街地の擬洋風建築を巡る 

令和元年12月 塩尻地域の魅力を探る 

令和元年 6月 菅平高原の自然景観を感じる 

平成30年11月 パノラマラインから見るため池の風景 

平成30年 6月 名工・竹内八十吉の歴史を巡る 

平成29年11月 諏訪湖の魅力を探る 

平成29年 5月 信州の鎌倉を巡る 

平成28年10月 東山道に残るまちなみ 

平成28年 5月 古地図で歩く寺社・城下街 

平成27年10月 旧北国街道 塩尻をいく 

平成27年 5月 上田市街地に蚕都の面影を訪ねる 

平成27年 3月 柳町編 

平成26年10月 信濃国分寺編 

平成26年 3月 下之郷編 

平成25年10月 砥石城の城下町、伊勢山を訪ねる 

平成25年 3月 別所温泉編 

平成24年 3月 真田編 

平成23年10月 上田城下町の風情をめぐる 

平成23年 3月 丸子編 

平成22年10月 見直そう、市街地の景観 

平成22年 3月 登録有形文化財の建物めぐり 

平成21年 3月 蛭沢川の魅力を知る 

 

 

 

 

 

  

［写真・景観ウォッチングの模様］ 

資料：上田市 HP

資料：上田市 HP 

［表・景観ウォッチング実施状況］ 

     ▲丸子編－カネタの煙突－          ▲別所温泉編－常楽寺－ 
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７．歴史・文化 

 

７－１ 歴史・文化 

本市の歴史は古く、大和時代には国造(くにのみやつこ)がこの地に派遣され、信濃国の政

治･文化の中心地になっていたと考えられており、奈良時代には国分寺などが建立され、信濃

国で最初の国府が置かれた地との説もあります。 

鎌倉時代には幕府の信濃守護職である北条氏が塩田に居を構え、鎌倉の仏教文化を花咲か

せました。この塩田平は信州の鎌倉といわれ、多くの歴史的建造物や史跡が残されています。 

また、戦国時代に名を轟かせた真田氏発祥の地であり、1583年に上田城を築いた真田昌幸

は徳川軍の侵攻を二度にわたって退けましたが、関ヶ原の戦いでの石田方敗北により、この

上田城は徳川方に接収・破壊されてしまいます。 

その後1626年より上田城の復興に仙石忠政が取り掛かり、城下町として、また、北国街道

の宿場町として発展していくこととなります。 

明治時代以降からは養蚕業の発達とともに全国有数の蚕種の生産地となり、全国の蚕糸業

を支える「蚕都（さんと）」として隆盛を極めました。その後もこれらで培った技術力など

を活かしながら、工業をはじめ、商業、農業、観光などバランスの取れた長野県東部の中核

都市として着実な発展を遂げてきています。 

 

 

  

［図・近世の上田（北国街道・往還文化財）］ 

資料：上田市歴史文化基本構想
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７－２ 指定文化財 

本市は多くの歴史遺産や自然景観などに恵まれており、国宝をはじめとする数多くの指定

文化財があり、市内の各地に存在しています。 

 

種   別 件 数 主なもの 

国指定文化財 20 安楽寺八角三重塔、上田城跡、信濃国分寺跡、鳥羽山洞

窟遺跡、四阿山の的岩 ほか 

重要美術品（国） 2 紙本墨書徳川家康日課念仏 板絵着色三浦屋の図 

登録文化財（国） 7 上田蚕種協業組合事務棟、信州大学繊維学部講堂、依水

館母屋 ほか 

選択無形民族文化財（国） 3 八日堂の蘇民将来符領布習俗、別所温泉の岳の幟行事、 

戸沢のねじ行事 

県指定文化財 28 上田城（南櫓、北櫓、西櫓）、真田氏館跡、生島足島神

社歌舞伎舞台ほか 

市指定文化財 235 荒神宮本殿、旧上田市立図書館、安良居神社本殿、真田

氏本城跡、妙見寺鳴龍 ほか 

 

 

種   類 

有形文化財 

無

形

文

化

財 

民俗文

化財 
記念物 

計 
建

造

物 

絵

画 

彫

刻 

工

芸

品 

書

跡 

古

文

書 

歴

史

資

料 

考

古

資

料 

芸

能 

有

形 

無

形 

史

跡 

名

勝 

天

然

記

念

物 

国宝 1              1 

国指定 6  4 1  1 1   1  3  3 20 

国重美  1   2          3 

国登録 14              14 

国選択           3    3 

県指定 10 2 4 3    2    4  3 28 

県選択           1    1 

市指定 38 9 22 19 3 19 4 7 4 14 14 45 7 30 235 

計 69 12 30 23 5 20 5 9 4 15 18 52 7 36 305 

  

  

 

 

 

 

 

 

 
  

安楽寺八角三重塔（国宝） 
         

真田氏館跡（県史跡） 法住寺虚空蔵堂（国重文） 

上田城跡（国史跡） 信廣寺のシダレザクラ（市天然） 

［表・文化財指定状況］ 

資料：上田市都市計画基礎調査 

［表・文化財指定状況］ 

資料：上田市の教育（令和４年度）
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７－３ 日本遺産 

日本遺産は、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日

本遺産（Japan Heritage)」に認定するとともに、ストーリーを語る上で不可欠な魅力ある有

形・無形の文化財群を地域が主体となって総合的に整備・活用し、国内外に戦略的に発信す

ることにより、地域の活性化を図るものです。 

本市においては、『レイラインがつなぐ「太陽と大地の聖地」～龍と生きるまち 信州上

田・塩田平～』について、2020（令和２）年６月19日に長野県内の地域型の初の認定がなさ

れました。 

 

認定ストーリーの概要 

独鈷山と夫神岳から扇状に開ける地・塩田平は、古来「聖地」として、多くの神社仏閣が

建てられている。 

 山のふもとにある信州最古の温泉といわれる別所温泉、「国土・大地」を御神体とする「生

島足島神社」、「大日如来・太陽」を安置する「信濃国分寺」は、1本の直線状に配置され、

レイラインをつないでいる。 

 夏至と冬至に、鳥居の中を太陽の光が通り抜け、神々しくぬくもりのある輝きを享受でき

るのだ。 

 先人たちが、この地が特別であると後世に伝えようと遺した様々な仕掛けは、今も、訪れ

る人びとにパワーをチャージさせる。 

 

 

 

 

  

［写真・認定ストーリーイメージ］ 
資料：上田市 HP
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８．災害関連 

 

８－１ 災害の状況 

（１）大雨・台風被害 

千曲川を擁する本市はそこに流れ込む多くの支流の存在や、河川沿いの低地部に位置す

る市街地も多くあることから、たびたび大雨や台風被害に見舞われています。 

近年では全国的に大雨や台風による浸水被害が激甚化しており、本市においても令和元

年東日本台風による甚大な被害は記憶に新しいところです。 

 

  

［表・2011（平成 23）年以降における大雨・台風被害の状況）］ 
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出典：R3 都市計画基礎調査
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８－２ 災害リスク（土砂災害（特別）区域・浸水想定区域） 

（１）土砂災害・浸水想定区域 

市域は急峻な山々に囲まれており、中央の低地部に千曲川が流れているなど、地形的に土

砂災害、河川氾濫などのリスクが高い地域と言えます。 

また、千曲川河川沿いの上田市街地や依田川沿いの丸子市街地では、想定浸水深 5.0～10.0

ｍ未満のエリアに該当するなど、高い災害リスクを負っていると言えます。 

  

［図・上田市街地周辺のハザードマップ］ 

［図・丸子市街地周辺のハザードマップ］ 

出典：上田市災害ハザードマップ
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９．財政関連 

 

９－１ 財政状況 

2010（平成 22）年から 2022（令和４）年までの市税決算額の推移を見ると、最も大きな割

合を占める固定資産税は、2012（平成 24）年以降 100 億円を下回って推移しています。 

一方次に多い個人市民税は 2019（令和元）年までは経年的に増加傾向にありましたが、感

染症の影響を受け、2021（令和３）年にかけて減少し、その後は緩やかに回復しています。 

また、法人市民税は増減が見られるなか、感染症の影響により 2020（令和２）年に大きく

落ち込み、その後は概ね横ばいの傾向にあります。 
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資料：決算の概要（財政課）
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９－２ 財政力 

財政力指数は、2010（平成 22）年から 2012（平成 24）年にかけて下降傾向にありましたが、

2013（平成 25）年以降はおおむね横ばい状態にあります。 

経常収支比率は、財政構造の弾力性を表す指標で、数値が高いほど弾力性が低下している

と判断されます。人件費、扶助費、公債費等の毎年度経常的に支出する経費が増加傾向にあ

るため、経常的な経費と収入のバランスに一層配慮していくことが求められます。 

実質公債費率は近年５％台で推移しており、早期健全化団体と言われる 25％を大きく下回

る状況であり、財政の健全性が維持されています。 

将来負担比率が 350％を超えると早期健全化団体となりますが、経年的にこの基準を大きく

下回って推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：決算の概要（財政課）

［図・財政力指数の推移］ 

［図・経常収支比率（％）の推移］ 

［図・実質公債費率（％）の推移］ 

［図・将来負担率（％）の推移］ 
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９－３ 財政状況の比較 

2010（平成 22）年と 2022（令和４）年の財源別歳入状況を比較すると、歳入額は増加して

いますが、自主財源率は約 50％から約 45％に低くなっています。 

同じく性質別歳出状況を比較すると、歳出額が増加する中、義務的経費である人件費、扶

助費が増加しており、扶助費については約 1.3 倍となっています。また、投資的経費である

普通建設事業費が約４割減少しています。 

同じく目的別歳出状況を比較すると、民生費の占める割合が増加しており、土木費及び公

債費の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図・2010（H22）年度の財源別歳入状況］ 

［図・2010（H22）年度の性質別歳出状況］ ［図・2022（R4）年度の性質別歳出状況］ 

資料：決算の概要（財政課）

［図・2010（H22）年度の目的別歳出状況］ ［図・2022（R4）年度の目的別歳出状況］ 

［図・2022（R4）年度の財源別歳入状況］ 
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１０．上位関連計画 

 

１０－１ 上位計画 

上田市都市計画マスタープランに関連する上位計画は以下のとおりです。 

各上位計画の概要を次ページ以降に示します。 

  
【上位計画】 

①上田都市計画区域マスタープラン 

・・・都市づくりの目標、土地利用の方針等に関連 

②第二次上田市総合計画後期まちづくり計画（第２期上田市まち・ひと・しご

と創生総合戦略） 

・・・将来人口、都市づくりの目標等に関連 

 



57 
 

①上田都市計画区域マスタープラン 

■策定年月 令和５年５月（変更） 

■計画の目的 

本計画は、長野県内の全ての都市計画区域について、おおむね２０年後の年の姿を展望しつ

つ、おおむね１０年後を目標年次として、県土全体を見据えた都市づくりの目標と方向性を示

す「長野県都市計画ビジョン」と県土全体を 10 の圏域に分けた「圏域マスタープラン」を併

せて策定し、この方針を踏まえ、県が広域的な観点から定めています。 

■都市づくりの基本理念 

豊かな自然環境に配慮し、歴史・文化遺産をいかしながら 

活力あるまちづくりを進めよう 

■都市づくりの目標 

① 県内アクセスの優位性を活かしながら自律できるコンパクトなまちづくり 

 ② 次世代産業の創出等を視野に入れた工業及び研究拠点の機能の維持、強化 

③ 上田城跡等の歴史文化遺産と調和した都市空間の形成や回遊性の向上 

④ 上田盆地を中心に広がる自然環境、田園集落環境の保全、活用 

⑤ 災害に強いしなやかな圏域の形成 

⑥ 生活・産業・観光を支える交通体系の強化 

■人口規模 
 

年次 

区分 

平成 27 年 

（基準年） 

令和７年 

（中間年） 

令和 12 年 

（目標年） 

都市計画区域内人口 143.4 千人 
おおむね 

137.1 千人 

おおむね 

133.3 千人 

■都市構造 
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②第二次上田市総合計画後期まちづくり計画（第２期上田市まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

■策定年月 令和３年３月 

■計画の目的 

本計画は、令和 2 年 3 月に改訂した「上田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の施策が

総合計画に根差したものであるなど両者が密接に関係していることから、令和 3 年度を初年

度とする「第二次上田市総合計画 後期まちづくり計画」と一体化し策定されました。 

■目標年次 

令和３年度から７年度 

■計画のポイント 

 

■地域の特性と発展の方向性 
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１０－２ 関連計画 

上田市都市計画マスタープランに関連する関連計画は以下のとおりです。 

各関連計画の概要を次ページ以降に示します。  

【関連計画】 

①上田市立地適正化計画 

・・・将来都市構造や土地利用部門の方針等に関連 

②上田市地域公共交通計画 

 ・・・道路・交通、公共交通部門の方針等に関連 

③国土強靭化地域計画 

・・・安全・安心な都市づくりの方針等に関連 

④国土利用計画 第二次上田市計画 

・・・都市づくりの目標、土地利用の方針等に関連 

⑤上田市緑の基本計画 

・・・土地利用や公園・緑地、環境部門の方針等に関連 

⑥上田市景観計画 

・・・環境、景観、観光部門の方針等に関連 

⑦上田市歴史的風致維持向上計画 

・・・土地利用、景観、観光部門の方針等に関連 

⑧上田市歴史文化基本構想 

・・・土地利用、景観、観光部門の方針等に関連 

⑨上田市公共施設マネジメント基本方針 

・・・公共施設や都市施設部門の方針等に関連 

⑩上田市水道ビジョン 

・・・上水道部門の方針等に関連 

⑪上田市下水道ビジョン 

・・・下水道部門の方針等に関連 

⑫上田市空家等対策計画 

・・・住環境整備部門の方針等に関連 

⑬上田市地域防災計画 

・・・防災、河川部門の方針等に関連 

⑭上田市中心市街地活性化基本計画 

・・・土地利用、市街地整備、住環境整備、観光・産業部門の方針等に関連 

⑮第 3 次上田市地域福祉計画 

・・・住環境整備部門の方針等に関連 

⑯第 8 期上田市高齢者福祉総合計画 

・・・住環境整備部門の方針等に関連 
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①上田市立地適正化計画 

■策定年月 令和６年３月（改定中） 

■計画の目的 

本計画は、上田市全域を見渡した都市計画に関する基本的な方針である「上田市都市計画マ

スタープラン」の高度化版として策定するものであり、概ね 20 年後の都市の姿を展望するこ

ととしています。 

■目標年次 

基準年次を 2024(令和６)年とし、目標年次は 20 年後となる 2044（令和 26）年 

■都市づくりの目標と方針 

 

■誘導区域 
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②上田市地域公共交通計画 

■策定年月 令和５年●月（改定中） 

■計画の目的 

都市機能や市民の移動ニーズに対応し、利便性・持続可能性・生産性の向上に資するため、

地域公共交通の課題を改めて整理し、新たな視点を加えた事業の見直しや評価指標の設定を行

う、公共交通のマスタープランとして定めます。 

■計画期間 

令和５年度から令和９年度の５年間 

■基本方針と基本目標 

 「地域をつなぎ 未来へつむぐ 地域公共交通  

～ 市民が誇りに思える地域公共交通の構築に向けて ～」 

 目標１ わかりやすく、安心して、使いやすい地域公共交通体系の構築 

 目標２ みんなで支える持続性のある地域公共交通体系の構築 

 目標３ 利便性向上に向けたＤＸ及び環境に配慮したＧＸの推進 

 

■計画の目標値 
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③上田市国土強靱化地域計画 

■策定年月 令和３年１２月 

■計画の目的 

本計画は、強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に資する「国土強靱化

基本法」に基づき、国が定める「国土強靱化基本計画」及び「長野県強靱化計画」との調和を

保ちながら、災害により致命的な被害を負わない「強さ」と速やかに回復する「しなやかさ」

を備えた、真に災害に強いまちをつくるため策定しています。 

■総合目標・サブタイトル 

みんなで高める地域防災力・守ろう命 

～あらゆる災害から最悪の事態を避けられる上田市を目指して～ 

■基本目標 

① 人命の保護が最大限図られること  

② 負傷者等に対し、迅速に救助、救急活動が行われること  

③ 必要不可欠な行政機能、情報通信機能は確保すること  

④ 必要最低限のライフラインを確保し、早期復旧ができること  

⑤ 流通・経済活動の停滞を最小限にすること  

⑥ 二次的な被害を発生させないこと  

⑦ 被災した方々の日常生活を迅速に戻すこと 

■簡略版 
 

  



63 
 

④国土利用計画 第二次上田市計画 

■策定年月 平成２８年３月 

■計画の目的 

本計画は、国土利用計画法第 2 条に示された国土の基本理念に即して、公共の福祉を優先

し、健康で文化的な生活環境の確保と国土の均衡ある発展を図ることを目的として、本市の区

域における土地利用に関し、必要な事項を定めたものです。 

■土地の利用区分ごとの規模の目標 

◯目標年次：令和７年（２０２５年） 

◯基準年次：平成２５年（２０１３年） 

◯目標年次における人口：146,000 人以上 

◯地用区分ごとの規模の目標：下表のとおり 

■目標年次における規模の目標 
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⑤上田市緑の基本計画 

■策定年月 平成３１年３月（改定） 

■計画の目的 

本計画は、都市緑地法第 4 条『市町村の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画』に

基づき策定をしており、旧計画は、旧上田市と旧丸子町でそれぞれ平成 11 年度に策定しまし

たが、平成 30 年度に目標年次を迎えたため、改定を行っています。 

■計画期間 

２０１９年（平成３１年）から２０３０年 

■施策体系別の方針 
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⑥上田市景観計画 

■策定年月 平成２４年１２月 

■計画の目的 

本計画は、各地域の美しい自然や、歴史と文化が生きる魅力ある景観づくりをより効果的に

進めていくため、景観法に基づかない自主条例であった上田市景観条例を改正し、景観法に基

づく「上田市景観計画」を策定しています。 

■基本目標・基本方針 

 

■景観形成方針 
 

  

［図・景観の類型・構造］ ［図・行為の制限に関する地域区分］ 
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⑦上田市歴史的風致維持向上計画  

■策定年月 令和５年２月 

■計画の目的 

本計画は、「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」（平成 20 年法律第

40 号）に基づき、歴史的なまちなみと一体となって、風情、情緒、たたずまいのある良好な

市街地の環境を維持・向上させ、後世に継承していくための計画です。 

■計画期間 

令和５年度（２０２３）から令和１４年度（２０３２）までの１０年間 

■歴史的風致の維持及び向上に寄与する施設等の整備 

 

  

［図・重点区域における事業］ ［図・上田市の歴史的風致の維持向上に資する事業］ 

［図・重点区域「城下町・北国街道西部区域］ 
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⑧上田市歴史文化基本構想 

■策定年月 平成３１年３月 

■計画の目的 

本構想は、市内の文化財を周辺の歴史的環境まで含めて、総合的に保存・活用していくため

のマスタープランとなるもので、文化庁が認定を進めている「日本遺産」認定申請に向けた基

礎資料になるとともに、今後の上田市の文化財保護行政の指針となるものです。 

■基本目標 

「市民と産・学・官の連携・協働により、歴史や文化・風土を学び、継承し、磨き上げ

ていくことにより、地域ごとあるいは上田市全体の魅力の向上に役立てること」 

■基本方針 

（１）文化財調査と指定の推進  

① 調査・研究の推進 ② 調査・研究成果のアーカイブ機能の充実 ③ 文化財指定等の推進 

（２）文化財の保存と活用の推進 

① 防災・防犯 ② 情報発信 ③ 整備事業の推進と見学公開の提供 ④ 博物館機能の充実 

⑤ 地域内分権を活用した文化財の保存・活用 ⑥ 観光資源としての活用  

（３）文化財と周辺環境の一体的な保全  

（４）歴史文化の学習と人材・後継者の育成  

① 公民館活動等における地域学習の推進 ② 有形文化財保護における守り手の育成 

③ 無形文化財伝承における後継者育成 

（５）文化財の保存・活用を推進するための体制整備の方針  

① 行政の連携体制 ② 市民、研究会、大学等との連携（文化財保護を担う地域活動組織づくり） 

 ③ 文化財保護指導委員の配置  

■基本方針 

 

［図・信濃国分寺と仏教文化財分布］ ［図・真田氏の活躍と城郭文化財分布］ 
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⑨上田市公共施設マネジメント基本方針 

■策定年月 令和４年１１月改訂 

■計画の目的 

本計画は、公共施設を取り巻く現状と課題を踏まえ、施設の維持管理の基本的な考え方や取

組の方向性を定めたもので、財政負担の平準化や縮減、市民の共有財産である公共施設を適切

な維持管理し、必要なサービスの提供を将来にわたり継続していくことを目的として策定され

ました。 

■目標年次 

平成 28 年度から令和 7 年度までの 10 年間 

■公共施設マネジメント基本方針 

【公共施設５原則】 

１ 公共施設のあり方を見直し総量の縮減を目指します  

２ 公共施設を適切に維持管理し耐用年数まで大切に使います  

３ 公共施設を整備する際は統廃合などを検討します  

４ 公共施設の集約化とネットワーク化によりコンパクトシティを推進します  

５ 公共施設マネジメントに市民の理解と協力のもとで取り組みます 

【インフラ３原則】  

１ インフラを適切に維持管理し耐震化と長寿命化に努めます  

２ インフラを更新する際は可能な限りダウンサイジングを目指します  

３ インフラを含む公共施設マネジメントに市民の理解と協力のもとで取り組みます 

■公共施設５原則 
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⑩上田市水道ビジョン 

■策定年月 平成３１年３月 

■計画の目的 

本計画は、今後の水道事業のあるべき将来像と目標の設定を行い、その達成に向けた具体的

施策を推進していくため策定された計画で、今後は、このビジョンによる計画を着実に実行す

ることにより、安全で安心な水道水を将来にわたって安定的に供給し、「さらなる市民の皆様

に信頼される水道」の構築を目指していくとしています。 

■目標年次 

2019 年（平成 31 年）4 月から 2029 年（令和 11 年）3 月までの 10 年間 

■基本理念 

うえだの水、みんなの水 

安全と安心、持続可能な水道をいつまでも 

■基本方針・施策目標・実現施策 
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⑪上田市下水道ビジョン 

■策定年月 平成３１年３月 

■計画の目的 

本計画は、上田市の下水道行政における現状と将来に向けた課題を客観的かつ的確に捉え、

さらに社会情勢の変化や将来を見通した上で、下水道の役割を達成するための長期的な将来像

と中期的な達成目標を定めるものです。 

■目標年次 

平成 31 年度（2019 年度）を初年度として、計画期間 10 年間、計画目標年度を 2028

年度 

■基本理念 

安全・安心で持続可能な下水道を創り、地球にやさしい水のリサイクル 

■基本目標 
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⑫上田市空家等対策計画 

■策定年月 令和２年５月 

■計画の目的 

本計画は、「空家等対策の推進に関する特別措置法」第６条の規定に基づき、国が定めた基

本指針に即して定めたもので、空家対策を効果的かつ効率的に推進するために、本市の地域の

実情に合わせ、総合的かつ計画的に実施するために策定されたものです。 

■目標年次 

令和 7（2025）年までの 8 年間 

■空家等対策の目標 

（１）市民の安全・安心な快適環境のまちづくり 

（２）災害に強いまちづくり 

（３）移住・定住促進による活気あるまちづくり 

（４）防犯意識の高揚と高齢者等が住みよいまちづくり 

（５）関係機関との連携・協力した体制づくり 

■実施方針と具体的施策 
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⑬上田市地域防災計画 

■策定年月 令和４年３月（一部修正） 

■計画の目的 

本計画は、災害対策基本法第 42 条の規定に基づき、上田市防災会議が、総合的かつ計画的

な防災対策を推進することにより、市民の生命、身体及び財産を災害から保護することを目的

として策定しています。風水害編、震災編、火山災害対策編、原子力対策編、その他災害対策、

資料編からなっています。 

■災害予防計画（基本方針） 

【風水害編】 

市は、地域の特性に配慮しつつ、風水害に強いまちづくりを行うものとする。また、「自

らの命は自らが守る」という意識の徹底や、地域の災害リスクととるべき避難行動等につ

いての住民の理解を促進するため、行政主導のソフト対策のみでは限界があることを前提

とし、住民主体の取組を支援・強化することにより、社会全体としての防災意識の向上を

図るものとする。 

【震災編】  

市内における構造物・施設等について、防災基本計画によるほか、地震防災緊急事業五

箇年計画等に基づき事業の推進を図り、地域の特性に配慮しつつ、地震に強いまちづくり

を行うものとする。また、地震防災施設の整備に当たっては、大規模地震も考慮し、効果

的かつ重点的な予防対策の推進を図るとともに、ソフト対策とハード対策を組み合わせた

効果的な対策の実施に配慮するものとする。 

【火山災害対策編】 

市は、地域の特性に配慮しつつ、火山災害に強いまちづくりを行うものとする。 

【原子力対策編】 

県からの原子力災害に関する情報収集、住民等への連絡体制の整備、モニタリング体制

の整備、健康被害の防止、緊急時における退避・避難活動等、原子力災害に対応した防災

対策を講じる。 

【その他災害対策】 

豪雪に対する災害予防活動の円滑な推進を図り、雪害による地域経済活動の停滞防止及

び住民の生活環境の維持向上に資するため、主要国県道等の交通確保及び鉄道等の輸送、

電力、通信の確保並びに緊急時に対処するための医療等の確保を図り、雪害予防の万全を

期する。 

■地震被害想定 
 

 

［図・震源ごとの計測震度］ ［図・震源ごとの液状危険度］ 



73 
 

⑭上田市中心市街地活性化基本計画 

■策定年月 平成３０年１１月（変更） 

■計画の目的 

本計画は、平成２７年度より継続的に各種事業の展開を図り、中心商店街等事業の主体的取

り組みを促進しながら、上田駅を中心とする中心市街地の活性化を図ってきましたが、第２期

認定計画は、令和２年３月 31 日をもって終了しています。 

■計画期間 

平成２７年から令和２年までの５年間 

■中心市街地活性化のテーマ 

「４００ 年の歴史を超えた城下町ルネッサンス」 

～ＡＬＬ ＵＥＤＡ で中心市街地の価値を共有し活性化を図る～ 

■中心市街地活性化の目標 

 

■主な事業位置 
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⑮第３次上田市地域福祉計画 

■策定年月 平成３０年３月 

■計画の目的 

本計画は、「地域福祉活動計画」とともに、国等の施策や第２次の計画策定以降に改正又は

新たに制定された法律の方向性を計画策定の視点とし、社会福祉法第 107 条に規定される「市

町村地域福祉計画」として位置づけ、市の地域福祉に関する基本的な方向とその実現に必要な

施策を明らかにするものです。 

■計画期間 

平成３０年度を初年度とし、令和５年度までの６年間 

■施策の体系 
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⑯第８期上田市高齢者福祉総合計画 

■策定年月 令和３年４月 

■計画の目的 

本計画は、介護が必要な状態になっても、可能な限り住み慣れた地域での生活が継続できる

ように、高齢者福祉及び介護保険事業に関する様々な施策を定めたものです。 

■計画期間 

令和３年度を初年度とし、令和５年までの３カ年 

■基本理念・基本目標・施策の体系 
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１１．その他関連資料 

  

１１－１ 策定経緯 

 

年 月 日 経 過 内   容 

R4 年９月 24 日 

～10 月 10 日 
市民アンケート調査 

市民のまちづくりに対する考え

や意見等の把握 

R5 年１月 26 日 

～２月 28 日 
高校生アンケート調査 

高校生のまちづくりに対する考

えや意見等の把握 

R5 年３月８日 
上田市議会３月定例会 

環境建設委員会 

上田市都市計画マスタープラン

及び上田市立地適正化計画の改

定について 

R5 年３月 22 日 第 25 回 上田市都市計画審議会 〃 

R5 年７月７日 うえだみらい創造ワークショップ 
コンパクトシティの実現に向け

たグループワーク（方策の検討） 

R5 年９月 20 日 

～10 月 19 日 

地域協議会 

 ・武石 

 ・上田右岸（中央、西部、神科・

豊殿） 

 ・真田 

 ・丸子 

 ・上田左岸（城南、塩田、川西） 

上田市都市計画マスタープラン

及び上田市立地適正化計画の改

定について 

R5 年９月 22 日 第 26 回 上田市都市計画審議会 〃 

R5 年 11 月９日 第 27 回 上田市都市計画審議会 〃 

R5 年 11 月 20 日 

～12 月 22 日 
パブリックコメント 

上田市都市計画マスタープラン

及び上田市立地適正化計画の最

終案について 

R5 年 12 月（予定） 
上田市議会 12 月定例会 

全員協議会 
〃 

R6 年２月（予定） 第 28 回 上田市都市計画審議会 

上田市都市計画マスタープラン

及び上田市立地適正化計画の改

定について諮問（予定） 

R6 年３月（予定） 上田市立地適正化計画 公表 
国土交通省へ報告 

長野県へ計画書提出 
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１１－２ 上田市都市計画審議会委員名簿 

 

職 名 氏 名 選出区分 
条 例 

第 3 条 
備 考 

委 員 松尾
まつお

  卓
たかし

 上田市議会 第 1 号 上田市議会議員 

委 員 中村
なかむら

  知
とも

義
よし

 上田市議会 第 1 号 上田市議会議員 

委 員 宮下
みやした

  勝
かつ

久
ひさ

 学識経験のある者 第 2 号 上田商工会議所 

委 員 池田
いけだ

   福慈
よしのり

 学識経験のある者 第 2 号 長野県建築士会上小支部 

委 員 青木
あおき

   和博
かずひろ

 学識経験のある者 第 2 号 上田市農業委員会 

委 員 髙
たか

野
の

   光代
みつよ

 学識経験のある者 第 2 号 長野県司法書士会上田支部 

委 員 龍野
たつの

   壮
そう

太
た

 学識経験のある者 第 2 号 
長野県宅地建物取引業協会  

上田支部 

委 員 髙
たか

木
ぎ

   直樹
なおき

 学識経験のある者 第 2 号 信州大学名誉教授・特任教授 

委 員 野口
のぐち

   暢子
のぶこ

 学識経験のある者 第 2 号 長野県立大学講師 

委 員 相川
あいかわ

  陽一
よういち

 学識経験のある者 第 2 号 長野大学教授 

委 員 國
くに

枝
えだ

  聡
さとし

 学識経験のある者 第 2 号 上田電鉄株式会社 

委 員 宮下
みやした

  正明
まさあき

 学識経験のある者 第 2 号 上田市商工会 

委 員 柳 沢
やなぎさわ

 由里
ゆ り

 関係行政機関の職員 第 3 号 上田地域振興局長 

委 員 中島
なかじま

  俊 一
しゅんいち

 関係行政機関の職員 第 3 号 上田建設事務所長 

委 員 島田
しまだ

   信司
しんじ

 関係行政機関の職員 第 3 号 上田警察署長 

委 員 中山
なかやま

  康
みち

昭
あき

 市長が必要と認める者 第 4 号  

委 員 清住
きよすみ

  洋子
ようこ

 市長が必要と認める者 第 4 号  

任期：令和 4 年 12 月 1 日～令和 6 年 11 月 30 日  

 




